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OSSプロジェクト
│2022年には8,600万のGitHubプロジェクトが作成[7]

⎻ OSSのメリットが一般的に認識され，プロジェクト数も増加
⎻ かなりの数のプロジェクトが1年以内に消える[12]
⎻ 多くの開発者が持続可能性に苦しんでいる[28,80,90]

│OSSの持続可能性
⎻ OSSプロジェクトが複雑なエコシステムを形成
⎻ OSSプロジェクトの失敗が社会へ影響を与える可能性
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関連研究
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│OSSの持続可能性の決定要因
⎻ 様々なメトリクスを用いて決定要因を特定

⎻ OSS参加者の初期の行動と持続可能性の相関を調査[92,93]
• 初期の参加者要因とプロジェクトの持続可能性との詳細な調査は
されていない

プロジェクト初期で利用できない
変数も多い



目的 & 概要
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初期の参加者要因を用いて将来の持続的な活動を予測する
解釈可能なアプローチを提案

目的

Blumbergモデルを用いて
初期参加を測定する変数を定義

2年間の持続可能性を予測するためのモデルを学習

変数と予測の相関を説明



データセット
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│GHTorrent内のプロジェクトをフィルタリング
⎻ フォーク
⎻ 2012年以前 / 2019年3月以降に作成されたプロジェクト
⎻ 長期的な開発を継続するつもりのないプロジェクト



初期参加の測定
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│Blumbergモデル
⎻ 経営科学における行動モデル
⎻ 意欲，能力，機会の要因が個人の行動に影響する

│開発者の区分
⎻ 参加者の役割によってプロジェクトへの影響が異なる[45,47,92]

⎻ コア開発者 ：コミット数が最も多く，全体の80％以上
⎻ 周辺開発者 ：少なくとも1つのコミットをした開発者
⎻ ノーコード開発者 ：Issue，PR，コメントのみ



RQ1｜予測性能
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開発者の意欲
⎻ 参加者の内発的動機
⎻ 累積量，安定性，集中度

参加者の能力
⎻ コード関連の変数
⎻ 一般的なOSS経験，人気

貢献の機会
⎻ 新規参入する機会の提供
⎻ GFIや充実したREADME

コントロール変数
⎻ プロジェクト固有の特性
⎻ 規模，人気，



モデルの訓練とLIME
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│プロジェクトがt年以上持続可能かの予測モデル
⎻ XGBoost

• 数値変数とカテゴリ変数の両方をサポート
• ソフトウェア工学の予測タスクで競争力のある性能を示す

│LIME
⎻ 予測結果を説明するためのツール

• 線形/非線形分類器のどちらにも適用可能
• 個々のサンプルの変数寄与を局所的に分析可能



RQ1｜予測性能

9

│プロジェクトがt年間持続可能かをmヶ月目までのデータ
を用いて予測
⎻ ハイパーパラメーター：1ヶ月あたりのコミット数k

│評価
⎻ AUCによる評価

• 全ての閾値における適合度と予測効果を総合的に測定可能
⎻ 他のモデルとの比較

• ロジスティック回帰，ランダムフォレスト
• 変数の制限



RQ1｜予測性能
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│AUC/Precision/Recallによる評価

│ベースラインとの比較

コミット数の
第1・3四分位数，中央値

先行研究[70]でも利用されている
変数とそれ以外で比較



RQ2｜継続的な活動の決定要因

11

│参加者の意欲：累積量
⎻ コード貢献者の意欲はプロジェクトの持続可能性に良い影響

• コミット数，PR数，Issueのコメント数

│参加者の意欲：安定性
⎻ 安定した定期的なコミットは持続可能性に良い影響

• コミットが期間の偏りを持つと持続可能性に悪影響

│参加者の意欲：集中度
⎻ フォロワーの平均数とスターをつけたプロジェクト数が悪影響



RQ2｜継続的な活動の決定要因
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│参加者の能力：一般的なOSS経験
⎻ 過去コミットやIssue数は良い影響 / PR数は悪影響

• 開発者の能力が他のプロジェクトに分散するため
⎻ 長期的なプロジェクトのでの活動経験は良い影響

• しかしその数が多すぎると役に立たない

│参加者の能力：人気
⎻ フォロワー数は良い影響

• 有用なプロジェクトを開発する能力を表す指標



RQ2｜継続的な活動の決定要因
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│貢献の機会
⎻ オープンIssueの比率とコントリビューティングファイルの行数
は良い影響
• GFIが多くなるとIssue数も多くなるため悪影響を与える

│コントロール変数
⎻ 組織のプロジェクトは持続可能性が高い
⎻ プロジェクトメンバーの数は良い影響
⎻ スター数やフォーク数は悪影響



持続可能なプロジェクトのキックオフ
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│プラクティス
⎻ プロジェクトの明確な目標を設定し，開発者がどのような貢献
が可能かを明確にする
• PRでの議論を少なくできる

⎻ ポジティブなフィードバックを提供
• 素早くフレンドリーな回答

⎻ 開発者減少の兆候を事前に察知する
• 貢献の減少と他のプロジェクトへの関心の移行を観察



持続可能なプロジェクトの特定
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│指標
⎻ 貢献者が大規模かつ安定的に貢献している

⎻ コード貢献者は集中的な注意を払っている

⎻ 参加者がコミット，Issue報告，持続可能性の高いプロジェクト
の立ち上げ経験を持つ

⎻ 開発者が多くのフォロワーを持っている
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補 足 資 料



定義した変数


